
(57)【要約】

【課題】　ブレーキライニングやディスクブレーキ装置

の重量、部品数を増加せず、ヒートスポットを軽減する

。

【解決手段】　車輪または車軸に取り付けられたブレー

キディスク２の摺動面に、ブレーキキャリパによって押

付けられる鉄道車両用のブレーキライニングである。ブ

レーキディスク２の摺動面に押付けられて接触する摩擦

部材３と、摩擦部材３を支える裏板４と、裏板４の摩擦

部材３と反対側に、ブレーキキャリパに取り付けるため

の案内板５を備える。たとえば裏板４のブレーキキャリ

パによる押付け力の作用線上に、当該押付け力の伝達を

妨げる伝達抑制部たとえば溝７又は貫通孔８を設ける。

【効果】　重量や部品数を大幅な増加なしにブレーキラ

イニングとブレーキディスクの接触面圧を低減でき、ヒ

ートスポットの発生を軽減できる。これにより、ブレー

キライニングとブレーキディスクの耐久性が向上し、鉄

道車両の高速化、大型化に対応できる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 輪 ま た は 車 軸 に 取 り 付 け ら れ た ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 摺 動 面 に 、 ブ レ ー キ キ ャ リ パ に よ
っ て 押 付 け ら れ る 鉄 道 車 両 用 の ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ で あ っ て 、
　 前 記 ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 摺 動 面 に 押 付 け ら れ て 接 触 す る 摩 擦 部 材 と 、
　 こ の 摩 擦 部 材 を 支 え る と 共 に ブ レ ー キ キ ャ リ パ に 取 り 付 け る た め の 裏 板 を 備 え 、
　 前 記 裏 板 の 、 前 記 ブ レ ー キ キ ャ リ パ に よ る 押 付 け 力 の 作 用 線 上 に 、 当 該 押 付 け 力 の 伝 達
を 妨 げ る 伝 達 抑 制 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 鉄 道 車 両 用 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 車 輪 ま た は 車 軸 に 取 り 付 け ら れ た ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 摺 動 面 に 、 ブ レ ー キ キ ャ リ パ に よ
っ て 押 付 け ら れ る 鉄 道 車 両 用 の ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ で あ っ て 、
　 前 記 ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 摺 動 面 に 押 付 け ら れ て 接 触 す る 摩 擦 部 材 と 、
　 こ の 摩 擦 部 材 を 支 え る 裏 板 と 、
　 こ の 裏 板 の 前 記 摩 擦 部 材 と 反 対 側 に 、 ブ レ ー キ キ ャ リ パ に 取 り 付 け る た め の 案 内 板 を 備
え 、
　 こ の 案 内 板 ま た は 前 記 裏 板 の 少 な く と も ど ち ら か 一 方 の 、 前 記 ブ レ ー キ キ ャ リ パ に よ る
押 付 け 力 の 作 用 線 上 に 、 当 該 押 付 け 力 の 伝 達 を 妨 げ る 伝 達 抑 制 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す
る 鉄 道 車 両 用 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 伝 達 抑 制 部 が 、 前 記 裏 板 の 摩 擦 部 材 側 ま た は ブ レ ー キ キ ャ リ パ 側 に 設 け ら れ た 溝 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 鉄 道 車 両 用 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 伝 達 抑 制 部 が 、 前 記 裏 板 に 設 け ら れ た 貫 通 孔 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 鉄 道 車 両 用 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 伝 達 抑 制 部 が 、 前 記 裏 板 ま た は 前 記 案 内 板 の 摩 擦 部 材 側 ま た は ブ レ ー キ キ ャ リ パ 側
に 設 け ら れ た 溝 、 或 い は 、 前 記 裏 板 お よ び 前 記 案 内 板 の 摩 擦 部 材 側 ま た は ブ レ ー キ キ ャ リ
パ 側 に 設 け ら れ た 溝 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 鉄 道 車 両 用 ブ レ ー キ ラ イ ニ
ン グ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 伝 達 抑 制 部 が 、 前 記 裏 板 ま た は 前 記 案 内 板 に 設 け ら れ た 貫 通 孔 、 或 い は 、 前 記 裏 板
お よ び 前 記 案 内 板 に 設 け ら れ た 貫 通 孔 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 鉄 道 車 両
用 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 伝 達 抑 制 部 は 、
　 前 記 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 長 手 方 向 と 幅 方 向 の 平 面 に 投 影 し て で き る 外 形 線 と 、 前 記 ブ
レ ー キ キ ャ リ パ に よ る 押 付 け 力 の 作 用 線 と 前 記 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 長 手 方 向 と 幅 方 向 の
平 面 と の 交 点 で あ る 中 心 位 置 と の 最 短 距 離 を ｄ と し た と き 、 ｄ が １ ０ mm以 上 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 鉄 道 車 両 用 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 外 形 線 の ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 長 手 方 向 長 さ を Ｌ 、 幅 方 向 長 さ を Ｗ と し た と き 、
　 Ｌ ／ Ｗ が ０ ． ３ ～ ３ ． ０ の 範 囲 内 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 鉄 道 車 両 用
ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 車 輪 ま た は 車 軸 に 取 り 付 け ら れ た ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 摺 動 面 に 、 請 求 項 １ ～ ８ の 何 れ か
に 記 載 の ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ を ブ レ ー キ キ ャ リ パ に よ り 押 し 付 け 、 制 動 力 を 得 る こ と を 特
徴 と す る 鉄 道 車 両 用 デ ィ ス ク ブ レ ー キ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 主 と し て 鉄 道 車 両 用 の デ ィ ス ク ブ レ ー キ に お い て 、 ヒ ー ト ス ポ ッ ト と 呼 ば れ
る ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 接 触 面 に お け る 局 所 的 な 過 大 入 熱 を 軽 減 し 、
ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 耐 久 性 向 上 を 可 能 と す る ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ 及
び デ ィ ス ク ブ レ ー キ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 鉄 道 車 両 や 自 動 車 及 び 自 動 二 輪 車 等 の 陸 上 輸 送 機 械 で は 、 車 両 の 高 速 化 や 大 型 化 に 伴 い
、 そ の 制 動 装 置 と し て デ ィ ス ク ブ レ ー キ が 多 用 さ れ て い る 。
　 デ ィ ス ク ブ レ ー キ は 、 ブ レ ー キ デ ィ ス ク と ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と の 摩 擦 に よ り 制 動 力 を
得 る 装 置 で あ り 、 車 軸 ま た は 車 輪 に 取 付 け た ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 摺 動 面 に 、 ブ レ ー キ キ ャ
リ パ に よ っ て ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ を 押 し 付 け る こ と で 、 車 軸 ま た は 車 輪 の 回 転 を 制 動 し て
車 両 の 速 度 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 制 動 時 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 接 触 面 で は 摩 擦 熱 に よ り 温 度 が
上 昇 す る が 、 よ り 高 速 に 、 或 い は 、 よ り 車 両 重 量 が 大 き く な る ほ ど ブ レ ー キ 負 荷 が 大 き く
な る の で 、 接 触 面 で の 温 度 は 高 く な る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 型 の 鉄 道 車 両 用 デ ィ ス ク ブ レ ー キ に お け る ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク
お よ び 油 圧 式 ブ レ ー キ キ ャ リ パ の 一 部 を 図 ６ に 示 す 。 図 ６ は ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ １ の 幅 方
向 と 板 厚 方 向 の 断 面 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ １ は 、 ブ レ ー キ デ ィ ス ク ２ に 接 触 す る 摩 擦 部 材 ３ と 、 こ の 摩 擦 部 材
３ を 支 え て 取 付 け る た め の 裏 板 ４ お よ び 案 内 板 ５ と で 構 成 さ れ て い る 。 こ の 裏 板 ４ の 背 面
に 取 付 け ら れ る 案 内 板 ５ は 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ １ を ブ レ ー キ キ ャ リ パ に 取 付 け る た め の
も の で 、 案 内 板 ５ の 幅 方 向 （ 図 ６ の 紙 面 左 右 方 向 ） を 、 ブ レ ー キ キ ャ リ パ に 設 け た 溝 に 嵌
め 込 む 等 の 手 法 に よ り 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 案 内 板 ５ を 挟 ん で 裏 板 ４ と 反 対 側 に は 、 ブ レ ー キ キ ャ リ パ を 構 成 す る ピ ス ト ン ６ が
配 置 さ れ る 。 ピ ス ト ン ６ の 先 端 に は ピ ス ト ン ６ と ほ ぼ 同 じ 大 き さ の 図 示 し な い 断 熱 板 が 取
付 け ら れ て お り 、 こ の 断 熱 板 を 介 し て 案 内 板 ５ に 押 付 け 力 が 付 与 さ れ る 。 案 内 板 ５ の 幅 方
向 は ピ ス ト ン ６ よ り や や 大 き く な っ て お り 、 長 手 方 向 （ 図 ６ の 紙 面 前 後 方 向 ） は 裏 板 ４ と
ほ ぼ 同 じ か や や 小 さ く な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で は 図 示 し な い が 、 シ リ ン ダ に 送 り 込 ま れ る 油 圧 に よ っ て ピ ス ト ン ６ が ブ レ ー キ ラ
イ ニ ン グ １ の 板 厚 方 向 （ 図 ６ の 紙 面 下 方 向 ） に 移 動 し 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ １ を ブ レ ー キ
デ ィ ス ク ２ に 押 付 け て 制 動 力 を 得 る 。 こ の と き 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ １ に 負 荷 さ れ る 押 付
け 力 は 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ １ の 全 体 に 均 一 に 作 用 せ ず 、 ピ ス ト ン ６ が 配 置 さ れ た 直 下 に
集 中 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の よ う に 従 来 の デ ィ ス ク ブ レ ー キ は 、 そ の 構 造 上 、 ブ レ ー キ キ ャ リ パ か ら の 押 付 け
力 が ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の ピ ス ト ン 取 付 け 部 に の み 作 用 す る 。 こ の た め 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ
ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 接 触 面 で は 、 接 触 面 圧 の 分 布 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の と き 、 ブ レ ー キ キ ャ リ パ か ら の 押 付 け 力 が 作 用 す る ピ ス ト ン 直 下 に お い て は 、 そ の
他 の 部 分 に 比 べ て よ り 大 き な 力 が 作 用 す る た め 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク
の 接 触 面 圧 は 高 く な る 傾 向 に あ る 。 接 触 面 圧 の 高 い 部 分 で は 、 減 速 す る た め に 必 要 な エ ネ
ル ギ ー が よ り 多 く 投 入 さ れ る た め 、 特 に 新 幹 線 な ど の 高 速 車 両 で は 、 ブ レ ー キ 中 の 温 度 上
昇 が 過 大 と な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に 局 所 的 に 温 度 が 高 く な る 現 象 を ヒ ー ト ス ポ ッ ト と 呼 ん で い る 。 ヒ ー ト ス ポ ッ
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ト は 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 摩 耗 量 増 加 、 ブ レ ー キ デ ィ ス ク の き 裂 発
生 な ど の 原 因 と な る こ と か ら 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ 、 ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 耐 久 性 確 保 の た
め 、 ヒ ー ト ス ポ ッ ト の 発 生 を 軽 減 す る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 裏 板 背 面 側 に 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 補 強 部 材 を 取 付 け る こ
と で 、 熱 変 形 を 抑 制 し て 偏 摩 耗 す な わ ち 局 所 的 な 摩 耗 を 防 止 す る 技 術 が 特 許 文 献 １ に 開 示
さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ６ ８ ６ ４ ９ 号 公 報
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 摩 擦 部 材 を 多 く の 小 さ な 部 材 に 分 割 し て そ れ ぞ れ が 回 転 で き る よ う に し 、 ブ レ ー
キ キ ャ リ パ か ら の 押 付 け 力 が そ れ ぞ れ の 摩 擦 部 材 に 均 等 に 負 荷 さ れ る 構 造 と す る こ と で 、
ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 接 触 面 圧 を 低 減 す る 技 術 が 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ
れ て い る 。
【 特 許 文 献 ２ 】 特 表 平 １ ０ － ５ ０ ７ ２ ５ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ で 開 示 さ れ た 方 法 に よ っ て 、 局 所 的 に 接 触 面 圧 が 高 く な る の
を 抑 制 す る た め に は 、 高 剛 性 の 補 強 部 材 を 使 用 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 補 強 部 材 に 例
え ば 鉄 鋼 材 料 を 用 い た 場 合 は 、 補 強 部 材 の 板 厚 、 板 幅 が 大 き く な っ て し ま い 、 非 常 に 重 量
が 増 加 す る 。 一 方 、 補 強 部 材 に 例 え ば 軽 量 高 剛 性 の セ ラ ミ ッ ク ス 系 材 料 を 用 い る と 、 補 強
部 材 の 強 度 、 特 に 破 壊 靱 性 の 確 保 が 困 難 に な る 。 ま た 、 セ ラ ミ ッ ク ス 系 材 料 は 非 常 に 高 価
で あ る た め 、 製 造 コ ス ト が 大 幅 に 増 加 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ で 開 示 さ れ た 方 法 で は 、 構 造 が 複 雑 と な る た め に 、 非 常 に 重 量 が 増 加
す る 。 ま た 、 部 品 数 が 大 幅 に 増 え る た め 、 長 期 間 の 使 用 に 対 す る 耐 久 性 が 問 題 と な る 可 能
性 が あ る 。 さ ら に 、 構 造 が 複 雑 で 、 部 品 数 が 多 い こ と か ら 、 製 造 コ ス ト が 増 加 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 デ ィ ス ク ブ レ ー キ に お い て 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ
と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 局 所 的 な 接 触 面 圧 の 増 加 を 抑 制 し て ヒ ー ト ス ポ ッ ト を 軽 減 す る た め
に は 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ や デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 の 重 量 、 部 品 数 が 増 加 す る と い う 点 で
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ブ レ ー キ キ ャ リ パ か ら ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ へ 押 付 け 力 が 負 荷 さ れ る 直 下 に お い て 、 押 付
け 力 を 伝 達 し な い 空 間 が 存 在 す る と 、 そ の 部 分 で 押 付 け 力 が 分 散 さ れ る 。 従 っ て 、 押 付 け
力 直 下 の ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 接 触 面 で 接 触 面 圧 が 高 く な る の を 抑 制
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ こ で 、 前 記 着 想 に 基 づ き 、 発 明 者 ら は 以 下 の よ う な 本 発 明 を 成 立 さ せ た 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 鉄 道 車 両 用 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ は 、
　 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ や デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 の 重 量 、 部 品 数 を 増 加 す る こ と な く 、 ブ レ
ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 局 所 的 な 接 触 面 圧 の 増 加 を 抑 制 し て 前 記 ヒ ー ト ス ポ
ッ ト を 軽 減 す る た め に 、
　 車 輪 ま た は 車 軸 に 取 り 付 け ら れ た ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 摺 動 面 に 、 ブ レ ー キ キ ャ リ パ に よ
っ て 押 付 け ら れ る 鉄 道 車 両 用 の ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ で あ っ て 、
１ ） 前 記 ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 摺 動 面 に 押 付 け ら れ て 接 触 す る 摩 擦 部 材 と 、
　 こ の 摩 擦 部 材 を 支 え る と 共 に ブ レ ー キ キ ャ リ パ に 取 り 付 け る た め の 裏 板 を 備 え 、
　 前 記 裏 板 の 、 前 記 ブ レ ー キ キ ャ リ パ に よ る 押 付 け 力 の 作 用 線 上 に 、 当 該 押 付 け 力 の 伝 達
を 妨 げ る 伝 達 抑 制 部 を 設 け た こ と 、
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　 或 い は 、
２ ） 前 記 ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 摺 動 面 に 押 付 け ら れ て 接 触 す る 摩 擦 部 材 と 、
　 こ の 摩 擦 部 材 を 支 え る 裏 板 と 、
　 こ の 裏 板 の 前 記 摩 擦 部 材 と 反 対 側 に 、 ブ レ ー キ キ ャ リ パ に 取 り 付 け る た め の 案 内 板 を 備
え 、
　 こ の 案 内 板 ま た は 前 記 裏 板 の 少 な く と も ど ち ら か 一 方 の 、 前 記 ブ レ ー キ キ ャ リ パ に よ る
押 付 け 力 の 作 用 線 上 に 、 当 該 押 付 け 力 の 伝 達 を 妨 げ る 伝 達 抑 制 部 を 設 け た こ と 、
を 最 も 主 要 な 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 鉄 道 車 両 用 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ に お い て 、 伝 達 抑 制 部 と は 、 ブ レ ー キ キ ャ リ パ
か ら ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ へ 負 荷 さ れ る 押 付 け 力 の 伝 達 が 抑 制 さ れ る 部 分 を い う 。 例 え ば 裏
板 の 摩 擦 部 材 側 ま た は ブ レ ー キ キ ャ リ パ 側 、 或 い は 、 案 内 板 の 摩 擦 部 材 側 ま た は ブ レ ー キ
キ ャ リ パ 側 に 設 け ら れ た 溝 、 裏 板 や 案 内 板 に 設 け ら れ た 貫 通 孔 な ど の 空 間 の み な ら ず 、 密
度 の 低 い 物 質 を 充 填 し た 場 合 で も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 後 述 す る 発 明 者 ら の 有 限 要 素 解 析 に よ れ ば 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ
ス ク の 局 所 的 な 接 触 面 圧 の 増 加 を 効 果 的 に 抑 制 す る た め に は 、 前 記 伝 達 抑 制 部 を 、 前 記 ブ
レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 長 手 方 向 と 幅 方 向 の 平 面 に 投 影 し て で き る 外 形 線 と 、 前 記 ブ レ ー キ キ
ャ リ パ に よ る 押 付 け 力 の 作 用 線 と 前 記 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 長 手 方 向 と 幅 方 向 の 平 面 と の
交 点 で あ る 中 心 位 置 と の 最 短 距 離 を ｄ と し た と き 、 ｄ が １ ０ mm以 上 で あ る よ う に す る こ と
、 さ ら に 、 前 記 外 形 線 の ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 長 手 方 向 長 さ を Ｌ 、 幅 方 向 長 さ を Ｗ と し た
と き 、 Ｌ ／ Ｗ が ０ ． ３ ～ ３ ． ０ の 範 囲 内 と な す こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 車 輪 ま た は 車 軸 に 取 り 付 け ら れ た ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 摺 動 面 に 、 前 記 本 発 明 の ブ レ ー キ
ラ イ ニ ン グ を ブ レ ー キ キ ャ リ パ に よ り 押 し 付 け て 制 動 力 を 得 る 本 発 明 の 鉄 道 車 両 用 デ ィ ス
ク ブ レ ー キ で は 、 ヒ ー ト ス ポ ッ ト が 軽 減 で き 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の
耐 久 性 が 向 上 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 重 量 や 部 品 数 を 大 幅 に 増 加 す る こ と な く 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ
ー キ デ ィ ス ク の 接 触 面 圧 を 低 減 す る こ と が で き 、 ブ レ ー キ に よ る ヒ ー ト ス ポ ッ ト の 発 生 を
軽 減 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 耐 久
性 が 向 上 し 、 鉄 道 車 両 の 高 速 化 、 大 型 化 に 対 応 で き る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 、 着 想 か ら 課 題 解 決 に 至 る ま で の 経
過 と 共 に 、 図 １ ～ 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。
　 ブ レ ー キ キ ャ リ パ に よ る 押 付 け 力 直 下 で 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 接
触 面 圧 が 高 く な る の は 、 押 付 け 力 が 作 用 す る 部 分 に 力 が 集 中 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 従 っ て 、 前 記 の よ う に 押 付 け 力 直 下 に 伝 達 抑 制 部 を 存 在 さ せ れ ば 、 押 付 け 力 は 伝 達 抑 制
部 で 抑 制 さ れ る 。 ま た 、 伝 達 抑 制 部 が 空 間 の 場 合 は 、 押 付 け 力 は 空 間 を 伝 わ る こ と が で き
ず 、 そ の 周 り に 分 散 さ れ る 。 そ の 結 果 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 接 触 部
に お い て 力 が 集 中 せ ず に 、 接 触 面 圧 が 低 減 さ れ る 。 押 付 け 力 が 抑 制 或 い は 分 散 し て 接 触 面
圧 が 低 減 さ れ れ ば 、 局 所 的 に 入 熱 が 大 き く な ら ず 、 ヒ ー ト ス ポ ッ ト の 発 生 を 抑 制 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 押 付 け 力 の 伝 達 抑 制 、 或 い は 、 押 付 け 力 を 伝 達 し な い 空 間 を
作 り 出 す た め に 、 新 た な 部 品 を 追 加 す れ ば 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 重 量 増 に つ な が っ て し
ま う 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ こ で 、 発 明 者 ら は 、 従 来 の ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ か ら 重 量 お よ び 部 品 数 を で き る だ け 増
や す こ と な く 押 付 け 力 の 伝 達 を 抑 制 し 、 或 い は 、 押 付 け 力 を 伝 達 し な い 空 間 を 作 る こ と を
考 え た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ の 結 果 、 発 明 者 ら は 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ を 構 成 す る 部 品 の う ち 、 ブ レ ー キ キ ャ リ パ
に ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ を 取 り 付 け る た め の 案 内 板 、 ま た は 、 摩 擦 部 材 を 取 付 け る た め の 裏
板 （ 案 内 板 と 一 体 に 形 成 す る 場 合 は 、 案 内 板 の 作 用 を 兼 ね る ） 、 或 い は 、 案 内 板 お よ び 裏
板 に 前 記 の 伝 達 抑 制 部 を 設 け る こ と が 最 適 で あ る こ と を 知 見 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 た と え ば 図 １ や 図 ２ に 示 す よ う に 、 裏 板 ４ ま た は 案 内 板 ５ の 表 面
或 い は 背 面 の 、 ブ レ ー キ キ ャ リ パ に よ る 押 付 け 力 の 作 用 線 Ｌ 上 に 、 当 該 押 付 け 力 の 伝 達 を
妨 げ る 伝 達 抑 制 部 、 た と え ば 溝 ７ ま た は 貫 通 孔 ８ と い っ た 空 間 を 部 分 的 に 設 け た の で あ る
。 な お 、 図 １ お よ び 図 ２ は 本 発 明 の 鉄 道 車 両 用 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 、 押 付 け 力 を 与 え る
位 置 に お け る 幅 方 向 と 板 厚 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 案 内 板 ５ ま た は 裏 板 ４ の 表 面 或 い は 背 面 に 、 部 分 的 に 溝 ７ ま た は 貫 通 孔 ８ を 設 け る
こ と で 、 押 付 け 力 を 伝 達 し な い 空 間 を 作 る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 押 付 け 力 が 空
間 の 周 り に 分 散 さ れ 、 押 付 け 力 直 下 に お い て 接 触 面 圧 が 高 く な る の を 抑 制 し 、 ブ レ ー キ ラ
イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 接 触 面 で 生 じ る ヒ ー ト ス ポ ッ ト を 軽 減 す る こ と が で き る 。
こ の よ う な 例 の 場 合 、 裏 板 ４ を 大 き く す る 必 要 は な く 、 当 然 部 品 を 新 た に 追 加 す る 必 要 も
な い た め 、 重 量 が 増 加 す る こ と は な い 。 む し ろ 空 間 が で き る 分 、 重 量 は 減 少 す る 。 た だ し
、 案 内 板 ５ は 、 通 常 、 裏 板 ４ に 比 べ て 幅 方 向 の 長 さ は 小 さ い た め 、 案 内 板 ５ に 設 け る こ と
が で き る 溝 ７ ま た は 貫 通 孔 ８ の 大 き さ は 、 裏 板 ４ の そ れ に 比 べ て 限 定 さ れ て し ま う 。 し た
が っ て 、 押 付 け 力 の 分 散 を よ り 効 果 的 に 行 う に は 、 溝 ７ ま た は 貫 通 孔 ８ を 裏 板 ４ に の み 設
け る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 と こ ろ で 、 裏 板 ４ ま た は 案 内 板 ５ に 設 け る 溝 ７ ま た は 貫 通 孔 ８ な ど の 空 間 の 形 状 は 、 ブ
レ ー キ ラ イ ニ ン グ １ の 長 手 方 向 と 幅 方 向 平 面 に お い て 、 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う な
円 形 、 長 円 形 、 正 方 形 の 他 、 楕 円 や 長 方 形 な ど 様 々 な 形 状 が 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 そ の 形 状 は ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ １ の 板 厚 方 向 に 必 ず し も 一 様 で な く て 良 く 、 テ
ー パ 状 や 太 鼓 状 で あ っ て も 良 い 。 た だ し 、 空 間 の 形 状 を 複 雑 に し 過 ぎ る と 、 加 工 が 困 難 に
な り 、 ま た ブ レ ー キ 中 に 応 力 集 中 が 生 じ て き 裂 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る た め 、 で き る だ け
単 純 な 形 状 と す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 前 記 空 間 は 、 図 １ や 図 ２ の （ ａ ） 図 の よ う に 裏 板 ４ ま た は 案 内 板 ５ の 摩 擦 部 材 側
に 、 或 い は 、 図 １ や 図 ２ の （ ｂ ） 図 の よ う に 裏 板 ４ ま た は 案 内 板 ５ の 背 面 側 に 、 部 分 的 に
溝 ７ を 設 け た も の で も 、 図 １ や 図 ２ の （ ｃ ） 図 の よ う に 裏 板 ４ ま た は 案 内 板 ５ に 貫 通 孔 ８
を 設 け た も の で も 同 様 な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 た だ し 、 溝 ７ を 設 け る 場 合 は 、 溝 ７ を 深 く し 過 ぎ る と 、 そ の 部 分 の 裏 板 ４ ま た は 案 内 板
５ が 薄 く な り 過 ぎ て き 裂 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る た め 、 板 厚 が １ mm以 上 確 保 で き る よ う に
、 溝 ７ の 深 さ を 設 定 す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 溝 ７ を 浅 く し 過 ぎ る と 、 押 付 け 力 が 作 用
し た と き に 空 間 が 潰 れ て し ま っ て 力 が 分 散 で き な い 可 能 性 が あ る た め 、 溝 ７ の 深 さ は １ mm
以 上 と す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 説 明 し た 本 発 明 の 効 果 を よ り 発 揮 、 す な わ ち 十 分 に 押 付 け 力 を 分 散 す る た め に は 、
溝 ７ や 貫 通 孔 ８ な ど の 空 間 の サ イ ズ を 適 正 な 値 と す る こ と が 望 ま し い 。 た と え ば 図 ４ に 示
し た よ う に 、 ブ レ ー キ キ ャ リ パ か ら ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ へ の 押 付 け 力 が 作 用 す る 中 心 位 置
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９ と 裏 板 ４ に 設 け た 溝 ７ や 貫 通 孔 ８ を 、 そ れ ぞ れ ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 長 手 方 向 と 幅 方 向
平 面 に 投 影 し た と き に 、 前 記 中 心 位 置 ９ と 外 形 線 ま で の 最 小 距 離 ｄ を １ ０ mm以 上 と す る こ
と が 好 ま し い 。 た だ し 、 空 間 が 大 き 過 ぎ る と 裏 板 ４ や 案 内 板 ５ の 剛 性 が 不 足 す る た め 、 前
記 の 押 付 け 力 中 心 位 置 ９ と 空 間 の 外 形 線 ま で の 最 大 距 離 は ７ ０ mm以 下 と す る の が 好 ま し い
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 長 手 方 向 と 幅 方 向 平 面 に 投 影 し た 空 間 の 外 形 線 の 長 手 方 向
長 さ を Ｌ 、 幅 方 向 長 さ を Ｗ と す る と 、 図 ５ に 示 し た よ う に ， 十 分 に 押 付 け 力 を 分 散 す る た
め に は 、 Ｌ ／ Ｗ を ０ ． ３ ～ ３ ． ０ と す る こ と が 望 ま し い 。 よ り 望 ま し く は ０ ． ５ ～ ２ ． ０
と す る の が 良 い 。 Ｌ ／ Ｗ が 小 さ い と 押 付 け 力 の 長 手 方 向 へ の 分 散 が 小 さ く な る 一 方 、 Ｌ ／
Ｗ が 大 き い と 押 付 け 力 の 幅 方 向 へ の 分 散 が 小 さ く な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 本 発 明 の ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ を 、 ブ レ ー キ キ ャ リ パ に よ り 車 輪 ま た は 車 軸 に 取 り 付
け ら れ た ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 摺 動 面 に 押 し 付 け て 制 動 力 を 得 る デ ィ ス ク ブ レ ー キ で は 、 ヒ
ー ト ス ポ ッ ト が 軽 減 で き 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 耐 久 性 が 向 上 す る 。
こ れ が 本 発 明 の 鉄 道 車 両 用 デ ィ ス ク ブ レ ー キ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 の ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ 用 摩 擦 部 材 に は 、 一 般 的 に 使 用 さ れ る 焼 結 系 材 料 、
樹 脂 系 材 料 が 適 用 で き る 。 裏 板 に は 、 強 度 、 剛 性 、 加 工 性 の 観 点 か ら 、 鉄 鋼 材 料 を 用 い る
の が 適 当 で あ る が 、 こ れ ら の 性 能 を 満 足 で き る も の で あ れ ば 、 非 鉄 金 属 材 料 、 非 金 属 材 料
を 用 い て も 良 い 。 ま た 、 本 発 明 に 適 用 す る ブ レ ー キ キ ャ リ パ は 、 油 圧 式 キ ャ リ パ に 限 ら ず
、 そ の 他 の 方 式 、 例 え ば 空 圧 式 の も の で も 良 い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 下 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 接 触 面 圧 を 評 価 す る た め 、 発 明 者 ら が
有 限 要 素 解 析 を 行 っ た 結 果 に つ い て 説 明 す る 。 有 限 要 素 解 析 で は 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と
ブ レ ー キ デ ィ ス ク を 弾 性 体 で モ デ ル 化 し 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 背 面 か ら ブ レ ー キ キ ャ リ
パ か ら の 押 付 け 力 相 当 の 荷 重 を 与 え た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ブ レ ー キ キ ャ リ パ は 油 圧 式 キ ャ リ パ を 想 定 し て 、 押 付 け 力 を ピ ス ト ン 配 置 位 置 に 与 え た
。 解 析 で は 、 裏 板 の 一 部 に 溝 や 貫 通 孔 な ど 押 付 け 力 を 伝 達 し な い 空 間 を 設 け 、 そ の 形 状 を
数 種 類 変 化 さ せ て 実 施 し た 。 ま た 、 比 較 と し て 、 （ １ ） 図 ６ に 示 し た 従 来 型 の ブ レ ー キ ラ
イ ニ ン グ 、 （ ２ ） 特 許 文 献 １ で 開 示 さ れ た ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ 、 （ ３ ） 特 許 文 献 ２ で 開 示
さ れ た ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ に つ い て も 解 析 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 下 記 表 １ に 、 評 価 し た ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ を ま と め て 示 す 。
　 本 発 明 例 で は 、 前 記 最 小 距 離 ｄ 、 前 記 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ 長 手 方 向 長 さ Ｌ 、 前 記 板 幅 方
向 長 さ Ｗ の 値 を そ れ ぞ れ 変 化 さ せ た 。 ま た 、 溝 を 設 け た ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ で は 、 溝 の 深
さ を ２ mmと し 、 溝 、 貫 通 孔 の 板 厚 方 向 の 形 状 は 一 様 と し た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 比 較 例 １ は 、 図 ６ に 示 し た 従 来 型 の ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ で あ り ， 裏 板 に 押 付 け 力 を 伝 達
し な い 空 間 が 存 在 し な い も の で あ る 。
　 比 較 例 ２ ， ３ は 、 裏 板 背 面 に 補 強 部 材 を 用 い た 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た ブ レ ー キ ラ イ ニ
ン グ で あ る 。 補 強 部 材 は 鉄 鋼 材 料 で 、 補 強 部 材 の ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ 長 手 方 向 長 さ を ２ ８
０ mm、 幅 方 向 長 さ を ７ ０ mm、 板 厚 を ５ mmと １ ０ mmに し た 。 補 強 部 材 の 配 置 は 、 補 強 部 材 の
長 手 方 向 中 心 位 置 と ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 長 手 方 向 中 心 位 置 が 一 致 す る よ う に 、 補 強 部 材
の 板 幅 方 向 中 心 位 置 と ピ ス ト ン 中 心 位 置 が 一 致 す る よ う に し た 。 な お 、 補 強 部 材 は 案 内 板
と 裏 板 の 間 に 設 け て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 比 較 例 ４ は 、 摩 擦 部 材 を 多 く の 小 さ な 部 材 に 分 割 し た 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た ブ レ ー キ
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ラ イ ニ ン グ で あ り 、 摩 擦 部 材 の 個 数 を １ ８ と し て 、 そ れ ぞ れ の 摩 擦 部 材 に 押 付 け 力 が 均 等
に 負 荷 さ れ る よ う に し た 。
　 な お 、 比 較 例 ４ 以 外 の 摩 擦 部 材 は 、 従 来 の 摩 擦 部 材 と 同 様 と し 、 ４ 個 に 分 割 さ れ た も の
を 用 い 、 そ れ ぞ れ の 摩 擦 部 材 は 裏 板 に 直 接 取 付 け る 構 造 と し た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 表 １ の す べ て の ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ は 新 幹 線 用 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ を 対 象 と し 、 ブ レ ー
キ ラ イ ニ ン グ の 長 手 方 向 長 さ は ４ ０ ０ mm、 幅 方 向 長 さ は １ ３ ０ mm、 裏 板 の 板 厚 は ５ mmと し
た 。 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ を 構 成 す る 材 料 は 、 裏 板 が 鉄 鋼 材 料 、 摩 擦 部 材 が 銅 焼 結 合 金 と し
た 。 ブ レ ー キ 条 件 は ２ ７ ０ km／ hか ら の 非 常 ブ レ ー キ 相 当 で あ り 、 押 付 け 力 は ２ ０ kNと し
た 。 ブ レ ー キ デ ィ ス ク は 鍛 鋼 製 ブ レ ー キ デ ィ ス ク で あ り 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と 接 触 す る
摺 動 面 の 外 径 が ７ ２ ０ mm、 内 径 が ４ ６ ５ mmで あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は ブ レ ー キ 中 の ヒ ー ト ス ポ ッ ト 、 す な わ ち 局 所 的 な 温 度 上 昇 を 抑 制 す る こ
と に あ る 。 局 所 的 な 温 度 上 昇 は 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク の 接 触 面 圧 が 高
い ほ ど 大 き く な る た め 、 こ こ で は 、 有 限 要 素 解 析 で 求 め た 最 大 接 触 面 圧 で 評 価 す る こ と と
し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 下 記 表 ２ に 、 表 １ に 示 し た 各 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ に つ い て 有 限 要 素 解 析 で 求 め た 最 大 接
触 面 圧 と 重 量 を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 表 ２ よ り 、 本 発 明 例 は い ず れ も 押 付 け 力 直 下 に 力 を 伝 達 し な い 空 間 が あ り 、 そ の 部 分 で
押 付 け 力 が 分 散 さ れ る た め 、 空 間 の 形 状 に よ ら ず 従 来 型 の ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ で あ る 比 較
例 １ と 比 べ て 最 大 接 触 面 圧 が 低 く な り 、 ヒ ー ト ス ポ ッ ト が 軽 減 さ れ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 例 の 重 量 は い ず れ も 従 来 型 の 比 較 例 １ と 同 等 で あ る こ と が 分 か る 。
　 図 ４ に 本 発 明 例 １ ～ ４ に つ い て 、 最 大 接 触 面 圧 と 押 付 け 力 中 心 位 置 か ら の 最 小 距 離 ｄ の
関 係 を 示 す が 、 図 ４ よ り 、 ｄ が 大 き く な る に 従 っ て 最 大 接 触 面 圧 は 低 減 さ れ 、 よ り 効 果 が
大 き い こ と が 分 か る 。 た だ し 、 ｄ が １ ０ mm以 上 に な る と 、 ｄ を 大 き く し て も そ の 低 減 効 果
は 比 較 的 小 さ い こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ５ に 本 発 明 例 ３ お よ び 本 発 明 例 ５ ～ ８ に つ い て 、 最 大 接 触 面 圧 と 溝 の ア ス ペ ク ト 比 Ｌ
／ Ｗ の 関 係 を 示 す 。 図 ５ よ り 、 最 大 接 触 面 圧 は Ｌ ／ Ｗ が １ 近 傍 で 最 小 と な り 、 よ り 効 果 が
大 き い こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 比 較 例 ２ ， ３ は 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 背 面 に 補 強 部 材 を 設 け て い る が ， 比 較 例 ２ は 補
強 部 材 の 剛 性 が 十 分 で は な く 、 最 大 接 触 面 圧 は 従 来 型 の 比 較 例 １ に 比 べ て わ ず か し か 低 減
で き て い な い 。 一 方 、 比 較 例 ３ は 、 補 強 部 材 の 剛 性 が 比 較 的 高 い た め 、 最 大 接 触 面 圧 は 低
減 さ れ て い る も の の 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 重 量 が 従 来 型 で あ る 比 較 例 １ に 比 べ 約 ３ ０ ％
も 増 加 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 比 較 例 ４ は 、 １ ８ 個 に 分 割 し た 摩 擦 部 材 に 均 等 に 押 付 け 力 が 負 荷 さ れ る 構 造 と な っ て い
る た め 、 最 大 接 触 面 圧 は 大 幅 に 低 減 し て い る 。 し か し な が ら 、 重 量 は 従 来 型 の 比 較 例 １ に
比 べ 約 ２ ０ ％ も 増 加 し て い る 。 さ ら に 、 比 較 例 ４ は 構 造 が 非 常 に 複 雑 で あ る た め 、 従 来 型
の 比 較 例 １ や 本 発 明 例 に 比 べ る と 、 長 期 間 の 使 用 に 対 す る 耐 久 性 、 信 頼 性 は 劣 る 可 能 性 が
あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 例 に 限 ら ず 、 各 請 求 項 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の 範 囲 内 で 、 適 宜 実 施 の
形 態 を 変 更 し て も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 例 え ば 、 上 記 の 各 例 で は 、 伝 達 抑 制 部 と し て 、 溝 や 貫 通 孔 と い っ た 空 間 を 設 け た も の に
つ い て 説 明 し た が 、 若 干 重 量 は 増 加 す る が 、 こ の よ う な 空 間 に 押 付 け 力 を 伝 達 し 難 い 材 料
を 充 填 し た も の で も 良 い な ど で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 上 記 の 各 例 で は 、 裏 板 ま た は 案 内 板 の 何 れ か 一 方 の み に 空 間 を 設 け た も の を 示 し
た が 、 裏 板 と 案 内 板 の 両 方 に 伝 達 抑 制 部 を 設 け た も の で も 良 い 。
　 さ ら に 、 裏 板 と 案 内 板 を 一 体 に 形 成 し た も の で も 良 い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 の 本 発 明 は 、 鉄 道 車 両 用 の ブ レ ー キ デ ィ ス ク に 限 ら ず 、 自 動 車 や 自 動 二 輪 車 等 の ブ
レ ー キ デ ィ ス ク で あ っ て も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 鉄 道 車 両 用 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 、 押 付 け 力 を 与 え る 位 置 に お け る 幅 方
向 と 板 厚 方 向 の 断 面 図 で 、 （ ａ ） は 裏 板 の 摩 擦 部 材 側 に 溝 を 設 け た 例 、 （ ｂ ） は 裏 板 の ブ
レ ー キ キ ャ リ パ 側 に 溝 を 設 け た 例 、 （ ｃ ） は 裏 板 に 貫 通 孔 を 設 け た 例 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 鉄 道 車 両 用 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 、 押 付 け 力 を 与 え る 位 置 に お け る 幅 方
向 と 板 厚 方 向 の 断 面 図 で 、 （ ａ ） は 案 内 板 の 摩 擦 部 材 側 に 溝 を 設 け た 例 、 （ ｂ ） は 案 内 板
の ブ レ ー キ キ ャ リ パ 側 に 溝 を 設 け た 例 、 （ ｃ ） は 案 内 板 に 貫 通 孔 を 設 け た 例 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 鉄 道 車 両 用 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 、 溝 、 貫 通 孔 が 存 在 す る 位 置 に お け る
長 手 方 向 と 幅 方 向 の 断 面 図 で 、 （ ａ ） は 溝 、 貫 通 孔 の 形 状 を 円 形 と し た 例 、 （ ｂ ） は 溝 、
貫 通 孔 の 形 状 を 長 円 形 と し た 例 、 （ ｃ ） は 溝 、 貫 通 孔 の 形 状 を 正 方 形 と し た 例 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 例 に お い て 、 有 限 要 素 解 析 で 得 ら れ た 最 大 接 触 面 圧 と 押 付 け 力 中 心 位 置 、
溝 あ る い は 貫 通 孔 を そ れ ぞ れ ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 長 手 方 向 － 幅 方 向 平 面 に 投 影 し て で き
る 点 と 外 形 線 の 最 小 距 離 ｄ の 関 係 を 表 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 例 に お い て 、 有 限 要 素 解 析 で 得 ら れ た 最 大 接 触 面 圧 と 溝 あ る い は 貫 通 孔 を
ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 長 手 方 向 － 幅 方 向 平 面 に 投 影 し て で き る 外 形 線 の ア ス ペ ク ト 比 Ｌ ／
Ｗ の 関 係 を 表 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 型 の ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ と ブ レ ー キ デ ィ ス ク お よ び ブ レ ー キ キ ャ リ パ の 一 部
を 示 し た 、 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ の 幅 方 向 と 板 厚 方 向 の 断 面 を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 １ 　 　 ブ レ ー キ ラ イ ニ ン グ
　 ２ 　 　 ブ レ ー キ デ ィ ス ク
　 ３ 　 　 摩 擦 部 材
　 ４ 　 　 裏 板
　 ５ 　 　 案 内 板
　 ６ 　 　 ピ ス ト ン
　 ７ 　 　 溝
　 ８ 　 　 貫 通 孔
　 ９ 　 　 中 心 位 置
　 Ｌ 　 　 作 用 線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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